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断層運動に伴う熱の発生と輸送を定量的に評価
することは，地震発生時の断層の応力だけでな
く，地殻の熱収支，温度構造，変動履歴を理解
することに必要不可欠である．この評価のため
の一つのアプローチとして，地質温度計（例え
ば，熱年代学的手法，流体包有物など）を用いて
断層周辺岩石の温度履歴解析が試みられている
（金沢ほか 2005）．特に，熱年代学的手法とし
て，ジルコンを用いたフィッション・トラック
（ZFT）分析が近年行われている（例えば，
Murakami et al., 2004; Tagami 2007など）．
この手法には（1）FTのアニーリングは温度以外
の環境要因（例えば水熱条件）に依存しない
(Brix et al., 2002; Yamada et al., 2003)（2）分
析に用いるジルコンは破砕・変質に強いため，断
層破砕帯からも広く産出する（3）室内実験にお
いて，数秒間の加熱によるアニーリングが確認さ
れ(Murakami et al., 2006)，その結果，短い時
間スケールも含めてFTの短縮・消滅（アニーリ
ング）のカイネティクスがよく決まっている
(Yamada et al., 2007)という利点がある．
本研究では，日本列島を代表する内陸活断層の
一つである跡津川断層系の茂住祐延断層の調査
坑道で採取された手取層群中の砂岩・頁岩から
分離したジルコンの熱年代学的分析（FT年代測
定，FT長測定，(U-Th)/He年代測定）を行った．
ZFT分析の結果，坑道内で確認された二本の断

層破砕帯の間で ZFTは最も短縮・消滅を示し，
二次的な加熱を受けていることが明らかになっ
た． ZFTデータの空間分布，ジルコン(U-Th)/He
年代測定の結果，地質学的な証拠，ZFTインバー
ジョン解析の結果から，この二次的な加熱の熱
源は神岡鉱床形成による鉱床性熱水であること
が示唆された．
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